
年
金
機
能
強
化

法
と
は
、
社
会
保

障
と
税
の
一
体
改

革
に
関
連
し
た
年

金
制
度
の
改
正
法

の
一
つ
で
す
。

将
来
に
わ
た
っ

て
持
続
可
能
で
国

民
が
安
心
で
き
る

制
度
の
確
立
に
取

り
組
む
こ
と
を
目

的
に
国
会
で
審
議

さ
れ
、
成
立
し
ま

し
た
（
平
成
二
十

四
年
八
月
十
日
成

立
）
。

正
式
に
は
「
公

的
年
金
制
度
の
財

政
基
盤
及
び
最
低

保
障
機
能
の
強
化

等
の
た
め
の
国
民

年
金
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
」

と
い
い
ま
す
。

今
回
の
年
金
機
能
強
化
法
成
立
に

よ
る
年
金
受
給
へ
の
身
近
な
影
響

点
を
二
回
に
分
け
て
紹
介
し
ま
す
。

障
害
年
金
の
額
改
定
請
求
に
係

る
待
機
期
間
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

現
在
は
、
障
害
年
金
を
受
け
て

い
る
方
の
障
害
の
状
態
が
増
進
し

て
も
、
前
回
の
審
査
を
受
け
て
か

ら
一
年
の
待
機
期
間
を
経
過
し
な

け
れ
ば
再
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
今
回
の
改
正
で
、
明
ら

か
に
障
害
の
程
度
が
増
進
し
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
場
合
に
は
、
一

年
を
待
た
ず
に
請
求
を
行
な
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

（
図
1
）

な
お
、
額
改
定
請
求
の
待
機
期

間
を
要
し
な
い
こ
と
と
す
る
対
象

は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
す
。

繰
下
げ
支
給
の
取
り
扱
い
の
一

部
見
直
し
に
な
り
ま
す
。

現
在
の
老
齢
年
金
は
、
最
長
七

〇
歳
ま
で
繰
下
げ
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
繰
下
げ
の
老
齢
年

金
は
、
本
人
の
申
し
出
が
な
い
か

ぎ
り
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
年
金
額
は
七
〇
歳
の
時

点
で
申
し
出
を
行
っ
た
場
合
と
変

わ
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
申

し
出
の
あ
っ
た
月
の
翌
月
以
降
の

年
金
し
か
支
払
わ
れ
な
い
扱
い
を

し
て
い
ま
す
。

し
か
し
今
回
の
改
正
で
、
繰
下

げ
の
申
し
出
を
行
う
ま
で
の
期
間

の
年
金
も
受
け
取
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
（
図
2
）

な
お
、
他
年
金
の
受
給
権
が
発

生
し
た
方
へ
の
支
給
も
、
同
様
に

他
年
金
の
受
給
権
が
発
生
し
た
時

点
で
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
と
み

な
し
て
、
申
し
出
が
あ
っ
た
と
み

な
す
日
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
。
（
図
3
）
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年
金
機
能
強
化

法
っ
て
な
に
？

年
金
受
給
へ
の
影
響
そ
の
１

年
金
受
給
へ
の
影
響
そ
の
２

1年間請求できない

額改定請求
(認められず)

この日以降に
再請求できる

額改定請求
(認められず)

再請求できる
（※）

再請求できる

（図１）

《 現在 》

《 改定後 》

（※）明らかに障害の程度が増進したことが確認できる場合に請求できる

（図2）

（図3）

施行日

増額

申出

増額

７０歳

他年金の
受給権発生

７０歳 申出

支給

支給



秋
田
労
働
局
で
は
、
秋
田
に

お
け
る
仕
事
と
生
活
の
調
和
の

実
現
を
目
指
し
た
、
「
あ
き
た

働
き
方
改
革
プ
ラ
ン
」
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・

チ
ェ
ッ
ク
テ
キ
ス
ト
」
を
公
表

し
て
い
ま
す
。

こ
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
労
働

行
政
が
所
管
し
て
い
る
労
働
関

係
法
令
に
関
し
て
、
事
業
主
が

最
低
限
遵
守
す
る
事
項
に
つ
い

て
自
主
点
検
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

点
検
項
目
は
、
「
募
集
・
採

用
」
十
九
項
目
、
「
就
労
時
」

四
十
八
項
目
、
「
解
雇
・
退
職

等
の
離
職
」
十
一
項
目
の
全
七

十
八
項
目
で
す
。

回
答
方
法
は
、
法
令
を
知
っ
て

い
れ
ば
「
知
っ
て
い
る
」
に
○

印
を
、
法
令
を
遵
守
し
て
い
れ

ば
「
ク
リ
ア
し
て
い
る
」
に
丸

印
を
付
け
ま
す
。

ま
た
、
相
談
先
窓
口
や
参
考
資

料
を
入
手
で
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ア
ド
レ
ス
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。

一
〇
日

○
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得

届
の
提
出
（
前
月
以
降
に
採
用
し

た
労
働
者
が
い
る
場
合
）

［
公
共
職
業
安
定
所
］

○
労
働
保
険
一
括
有
期
事
業
開
始

届
の
提
出
（
前
月
以
降
に
一
括
有

期
事
業
を
開
始
し
て
い
る
場
合
）

［
労
働
基
準
監
督
署
］

○
源
泉
徴
収
税
額
・
住
民
税
特
別

徴
収
税
額
の
納
付

［
郵
便
局
ま
た
は
銀
行
］

二
〇
日

○
特
例
に
よ
る
源
泉
徴
収
税
額
の

納
付
（
前
年
七
月
～
十
二
月
分
）

［
郵
便
局
ま
た
は
銀
行
］

三
十
一
日

○
労
働
者
死
傷
病
報
告
の
提
出

（
休
業
４
日
未
満
、
一
〇
月
～
十

二
月
分
）

［
労
働
基
準
監
督
署
］

○
労
働
保
険
料
の
納
付
（
延
納
第

3
期
分
）
［
郵
便
局
ま
た
は
銀
行
］

○
健
保
・
厚
年
保
険
料
の
納
付

［
郵
便
局
ま
た
は
銀
行
］

○
日
雇
健
保
印
紙
保
険
料
受
払
報

告
書
の
提
出

［
年
金
事
務
所
］

○
労
働
保
険
印
紙
保
険
料
納
付
・

納
付
計
器
使
用
状
況
報
告
書
の
提

出

［
公
共
職
業
安
定
所
］

○
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
（
一

月
一
日
現
在
の
も
の
）

［
市
区
町
村
］

○
個
人
の
道
府
県
民
税
・
市
町
村

民
税
の
納
付
（
第
４
期
分
）

［
郵
便
局
ま
た
は
銀
行
］

本
年
最
初
の
給
料
の
支
払
を
受
け

る
日
の
前
日
ま
で

○
給
与
所
得
者
の
扶
養
控
除
等
申

告
書
の
提
出
［
給
与
の
支
払
者
］

○
本
年
分
所
得
税
源
泉
徴
収
簿
の

書
換
え
［
給
与
の
支
払
者
］
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年
金
の
さ
ら
な
る
減
額
や
労

働
条
件
の
悪
化
に
関
す
る
相
談

を
伺
う
機
会
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
際
に
「
言
っ
て
も
仕
方

な
い
こ
と
だ
け
ど
…
」
と
お
っ

し
ゃ
る
方
が
お
ら
れ
ま
す
。
し

か
し
、
当
事
者
が
声
を
出
さ
な

け
れ
ば
何
も
変
化
し
ま
せ
ん
。

当
事
者
の
声
が
徐
々
に
世
論

を
動
か
す
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

（
ぎ
ん
）

一
月
の
労
務
手
続

［
提
出
先
・
納
付
先
］

藤田社会保険労務士事務所

e-mail
k-fujita@k-fujita-sr.com

URL http://k-fujita-sr.com

TEL・FAX 075-571-8611

〒601-1456
京都市伏見区小栗栖南後藤町6-26-203

編
集
後
記


